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財政援助団体監査報告書 
 

第１ 監査の概要 

 

１ 監査の対象   ※( )は、所管する部課 

   補助金交付団体 

    公益社団法人君津市シルバー人材センター （福祉部 高齢者支援課） 

 

２ 監査の範囲 

   令和４年度に君津市が交付した補助金に係る出納及びその他の事務執行状況並びに所

管課の財政援助団体に係る事務執行状況 

 

３ 監査実施日 

   令和５年１２月２０日 

 

４ 監査の場所 

   監査室及び現地 

 

５ 監査の主眼及び方法 

   令和４年度に君津市が交付した補助金に係る出納その他の事務が、関係法令にのっと

り適正かつ効率的に行われているかなどを主眼に置き、監査資料及び関係諸帳簿を調査

（補助職員の事前予備調査含む。）するとともに、関係職員から説明を聴取して実施した。 
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第２ 監査の結果 

 

公益社団法人 君津市シルバー人材センター 

 

１ 設立の趣旨 

   公益社団法人君津市シルバー人材センターは、定年退職者等の高齢者の希望に応じた臨

時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業の機会を確保するとともに、組

織的に提供をすることにより、その能力を生かした就業その他の多様な社会参加活動を援

助して、生きがいの充実と福祉の増進を図り、活力ある地域社会づくりに寄与することを

目的として、昭和 58年1月 14日に設立され、現在に至っている。 

 

２ 事務所所在地  君津市糠田１０３番地 

 

３ 事業内容 （定款第４条） 

（１）臨時的かつ短期的な就業（雇用によるものを除く。）又はその他の軽易な業務に係る就業

（雇用によるものを除く。）を希望する高齢者のために、これらの就業の機会を確保し、

及び組織的に提供する。 

（２）臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業（雇用によるも

のに限る。）を希望する高齢者のために、職業紹介事業及び一般労働者派遣事業を行う。 

（３）高齢者に対し、臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業に必要な知

識及び技能の付与を目的とした講習を行う。 

（４）高齢者のための臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業を通じて、

高齢者の生きがいの充実及び社会参加の推進を図るために必要な事業を行う。 

（５）前４号に掲げるもののほか、高齢者の多様な就業機会の確保及び地域社会、企業等にお

ける高齢者の能力の活用を図るために必要な事業を行う。 

（６）その他目的を達成するために必要な事業を行う。 

 

４ 役員及び組織（令和５年７月現在） 

（１）役 員  会 長  １名 

        副会長  １名 

        常務理事 １名（事務局長兼務） 

        理 事  ８名 

        監 事  ２名 

（２）事務局  職 員  ３名（事務局長１名、課長１名、主事１名） 

        嘱託職員 ５名（経理事務１名、事業事務３名、運転手１名） 

 

 

 

 

 業務課
課長　１
嘱託職員　４

事務局長　１

総務課
課長　（１）（事務局長兼務）
主事　１、嘱託職員　１
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５ 市補助金   7,780,000円（令和４年度） 

   事業名：君津市シルバー人材センター運営費補助金 

 

６ 指定管理料  7,440,000円（令和４年度） 

   施設名：老人憩いの家「すえよし」 

 

７ 会員の状況（令和４年度事業報告書から抜粋） 

 会員数(人) 平均年齢(歳) 最高年齢(歳) 粗入会率(％) 就業率(％) 

男 性 279 75.1 90 1.9 79.9 

女 性 95 75.1 89 0.6 88.4 

合計・全体 374 75.1 - 1.2 82.1 

※粗入会率 会員数÷60歳以上の人口      

 

８ 事業実績（令和４年度事業報告書から抜粋） 

（１）請負・委任事業（公共・民間別事業実績） 

（２）請負・委任事業（職群別事業実績） 

（３）派遣事業（公共・民間別事業実績） 

 

９ 収支決算の状況（令和４年度決算書より抜粋） 

 令和４年度決算書は、次のとおりである。 

件数 延人員 構成比

（件） （人日） 配分金 材料費 事務費 計 （％）

0 0 0 0 0 0 0.0

1,306 3,559 27,596,210 8,315,775 3,590,296 39,502,281 20.2

25 34 89,600 0 10,752 100,352 0.1

28 7,604 41,980,985 1,965,712 5,353,958 49,300,655 25.2

1 184 811,808 0 83,904 895,712 0.5

1,515 16,660 76,553,236 10,208,991 12,119,658 98,881,885 50.6

2 1,134 6,013,322 0 698,497 6,711,819 3.4

0 0 0 0 0 0 0.0

2,877 29,175 153,045,161 20,490,478 21,857,065 195,392,704 100.0

６　一般作業群

　　　　　　項目
職群別

契約金額（円）

１　技術群

２　技能群

３　事務群

４　管理群

５　折衝外交群

７　サービス群

８　その他

合　　　計

件数 延人員 構成比

（件） （人日） 配分金 材料費 事務費 計 （％）

96 7,107 40,371,081 6,647,736 7,628,813 54,647,630 28.0

事業所 557 14,971 72,941,950 3,304,881 9,449,502 85,696,333 43.8

個人・家庭 2,224 7,097 39,732,130 10,537,861 4,778,750 55,048,741 28.2

2,877 29,175 153,045,161 20,490,478 21,857,065 195,392,704 100.0

　　　　　　項目
公・民別

契約金額（円）

公共事業

民
間

合　計

手数料等

(連合・君津)

1 18 250,367 71,101 321,468 2.9

事業所 5 1,952 8,707,045 2,233,657 10,940,702 97.1

個人・家庭 0 0 0 0 0 0.0

6 1,970 8,957,412 2,304,758 11,262,170 100.0

件数
（件）

契約金額（円）

民
間

合　計

構成比
（％）賃金 計

公共事業

延人員
（人日）

項目

公・民
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（１）貸借対照表 

  資産のうち、流動資産の主なものは、未収金 1,231万 1,173円である。 

  固定資産の主なものは、特定資産の財政運営資金積立資産 482万 875円、減価償却引当資

産 432万 2,903円及び退職給付引当資産 205万 1,800円である。 

  負債のうち、流動負債の主なものは、未払金 1,388万 1,813円である。 

  固定負債は、退職給付引当金 205万 1,800円である。 

（２）正味財産増減計算書 

  シルバー人材センターの収益の主なものは、受託事業収益 1億 9,539万 2,704円（経常収

益の 91.9％）、受取補助金等 1,556万円（同 7.3％）である。 

  費用については、事業費 2億 510万 266円（経常費用の 95.6％)及び管理費 947万 6,679 円

（同 4.4％)である。 

 

監査の結果 

 出納及びその他の事務の処理状況について、おおむね適正に処理されていると認められた。 

 

監査の意見 

 本法人と市の協議のうえ事故発生時等の対応フローを整備するとともに、その他の面につい

ても両者において積極的な情報共有を図ることをお願いしたい。 

 

むすび 

 本法人は働く意欲のある高齢者への労働機会の提供や地域活動を通じて高齢者の生きがいづ

くりの推進や地域の活性化等に資することが期待されている。 

 今後も「運営基本計画～第 3次実施計画～」を着実に推進するとともに、技術習得のため講

習会等による会員の資質向上、就業現場での安全管理の徹底を図り、地域ニーズに対応した事

業展開が行えるよう望むものである。 

 


